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妹尾　　北京の小さな橋

転換していくことを示している。
図9は，東アジア歴代都城の変遷を一覧したものである。図7を，各都城の奠都年代

を明記して，各都城との関連を示すために，さらに詳細にした図である。図9のように，
長安と北京は，中国大陸の歴代都城の中で，もっとも長く都城であり続けた都である。

図9では，中国大陸の歴代の都城を，（a）華北と華南を統一した時期の王朝の都城と，
（b）副都，（c）分裂期の都城の 3 つにわけて図化している。（c）分裂期の都城の時代は，

図 10　東北アジア・朝鮮半島・日本列島の歴代都城の継承関係（妹尾 2008）


